
別紙様式1

改善方策

◎学力の向上

○ユニバーサルデザインの視点を取り入
れ、Ｒ80を核とした授業改善

○基礎学力の定着・向上
（チャレンジタイム・家庭学習・読書朝
  会等の内容の充実）

○国語・算数・理科の単元末テストの
　平均点80点以上

〇児童アンケート「授業の内容がよくわかり
　ますか」の項目における肯定的評価の割合

80点

85%

国語  98%
算数 103%
理科 105%

117%

B

　単元末テストの平均点は、国語79点で、目標値80%を達成することができな
かった。【知識・技能】での「漢字・言葉」についての課題が大きいと言える。
　算数科は前期の達成値より２点上回らせることができた。また、全校で百マ
ス計算や計算カードに取り組んでおり、どの学年も基本的な計算の定着を図
ることができた。しかし、高学年になるほど目標値に達していない傾向があり、
【知識・技能】での得点が目標値を下回っていることから、既習事項の定着が
不十分な部分があると言える。
　理科は、前期の達成値より1.8点上回らせることができた。【知識・技能】にお
いて80点以上の結果がでている。
　児童アンケート「授業の内容がよくわかりますか」では、児童の肯定的評価
は、100%であり、前期より上回った。しかし、国語科においては、単元末テスト
の結果が目標値に達しておらず、児童がわかったと思っていても、実態との差
があり課題である。新しい単元の理解度にも影響すると思われるため、今後も
留意していく必要がある。

　【知識・技能】領域での基礎学力の定着に向けて、今後も、児
童の実態に応じたチャレンジタイムでの学習内容を精選・工夫す
る。
　国語の「漢字・言葉」については、年間を見通した漢字学習の
計画を立て確実に定着を図る。家庭学習での音読や月1回の暗
唱に取り組むとともに、語彙力を増やす学習内容を工夫する。算
数では、百マス計算や計算カード等を児童がさらに集中して取り
組めるような工夫をしながら継続し、【知識・技能】の土台を安定
させる。理科においては、【知識・技能】で理解したことを、振り返
らせるR80を行うことで定着に結び付ける。
　今後も、児童が「内容がよくわかる」とする授業を基本とする。
加えて、児童が既習事項を使いながら学習を進められるような
掲示の工夫をすることや、学んだことを振り返られる板書づくりを
行う等、定着や活用に結びつくような授業改善を継続していく。

○

○思考力・判断力・
　表現力の向上

○筋道立てて伝え合う活動・書く活動の充
実
（事柄の順序・根拠・比較）

○ＩＣＴ活用能力・表現力の向上
（発表朝会・タイピング大会等）

○国語・算数・理科の単元末テストの
　「思考力・判断力・表現力」の
　平均点80点以上

〇児童アンケート「わからないことや詳しく知
　りたいことがあったときは、自分で学び方を
　考え、工夫することはできていますか」の項
　目における肯定的評価の割合

〇発表朝会　各学期に１回以上（各学年）
　タイピング大会　各学期に1回以上（全校）

80点

85%

100%

国語 11１%
算数  101%
理科 　92%

88.1%

66.6%

B

　単元末テストの【思考力・判断力・表現力】の平均点は、理科74点で、目
標値80%を達成することができなかった。特に単元末テスト全体の達成値
に比べ【思考力・判断力・表現力】を抽出した達成値が前期より7.７点下
回った。【知識・理解】はある程度定着しているが、理科用語を使い正確
に考えを表現したり、理由を説明したりすることに課題があるのではない
かと考える。国語・算数については、目標値を達成し、特に算数について
は前期より4.6点上回らせることができた。
　児童アンケート「わからないことや詳しく知りたいことがあったときは、自
分で学び方を考え、工夫することはできていますか」では、74.9％と前期よ
り下回った。「よくできている」とする肯定的回答が41.6％にとどまっている
ことから、身に付けている「学び方」の方法が少ないままであることが考え
られる。
　発表朝会やタイピング大会が２学期は未実施であった。

　授業中、自分の思いや考え方をノートに書き、さらに、その思い
や考えを理由と共に表現する時間を確保する。その際には、話
型を掲示し、順序の言葉を使ったり、根拠を明確にしたりして、表
現力を身に付けることができるように指導する。R80で学びを振り
返るときには、正確な用語を使って考えを表現させるよう指導す
る。
　「自分で学び方を考え、工夫することができる」ように、複式授
業の進め方カードの共有化を図ったうえで提示する。また、学び
方についていくつか指導しておき、自分たちで選択したり工夫し
たりできるようにする。
　できるだけ大きい集団の前で自分の思いや考えを理由と共に
表現することができるように、発表朝会や行事等で表現する機会
を計画的に設ける。その際には、学年ごとの「資質・能力」に照ら
し合わせて、児童の目指すべき姿につながるように指導する。

○

◎自己肯定感の
　向上

○お互いの良さを認め合える活動の推進
（児童会活動、学級活動、係活動、縦割
  り班活動、ＳＳＴ朝会、学校行事等）

○児童会、ＳＳＴ朝会を中心とした課題発
見・目標設定・解決への取組・振り返りに
よる重点目標の徹底
（挨拶・返事、靴揃え、だまって掃除、
  廊下歩行）

○児童アンケート「自分には良いところが
　ある」の項目における肯定的評価の割合

○児童及び教職員アンケートによる
　肯定的評価の割合

85% 118% A

　自分のよいところに目を向けることができている児童は、100％であっ
た。下校指導で、児童の良いところを具体的に伝えたり、朝会で友達とよ
いところを伝え合う活動を行ったりすることで児童の自己肯定感が高まっ
たと考える。自分のよいところが増えたことに嬉しいと感じる児童もいた。

多くの児童が自分のよいところを見つけることができていた。さら
に、友達や先生から、自分のよいところを認めてもらう機会を設
けることを通して、自己肯定感をさらに高めていくことが必要であ
る。

○

○地域（人・もの）と
　関わり、
　地域を愛する
　児童の育成

○コミュニティ・スクールを効果的に活
用し、地域の人材・素材を生かした教育活
動の実施
（各教科、総合的な学習の時間等で地域
  学習の導入）

○コミュニティ・スクールによる
　学校・地域・家庭との地域学校協働的活動
　各学年　　　年２回以上
　各ＣＳ部会　年２回以上

○児童アンケート：「自分が住んでいる地域が
　好き」「地域や社会をよくするために何かし
　てみたいと思いますか」の項目における肯定
　的評価の割合

85%

85%

118%

98％
B

　自分の住む地域のことが好きだと答える児童の割合は100％であった。
また、地域のために何かしてみたいと思う児童の割合は、83.3％であっ
た。CSの活動を通して地域との関わりが増えたことで、地域に対して関心
が深まっていると考える。また、「深まちプロジェクト」や「地域の工業」に
ついて調べたりまとめたりすることを通して、地域ために何かをしたい思う
児童が増えてきていると考える。

　計画的にコミュニティスクールを通じた活動を行い、地域の方と
の関わりやつながりを大切にしていく。
　日々の生活や学習の中で、地域との関わりを振り返り、地域の
ために何かしたいと思える場を設定する。

　

○

健
や
か
な
体

体力・運動能力の向上を
めざし、
自分の目標に向かって
挑戦する児童の育成

◎運動の楽しさの
　実感と
　体力・運動能力の
　向上

○体育朝会の実施、課題種目の改善運動
の実施

○振り返りカード・自己目標設定・記録更
新への挑戦

○新体力テストの自己記録が昨年度（前回）より
伸びた児童の割合

○児童アンケート：「運動が好き」の項目に
　おける肯定的評価の割合

80%

90%

96%

111%
B

　体育の授業で「走る運動」に焦点化した指導を行うことで、50m走の記録
を更新した児童が0％から73％へと劇的に上昇した。その他の全種目で
も、記録を更新した児童は１回目を上回った。体育で、毎時間、50m走や
いろいろなスタート方法を実施することで、児童が走る動きを実感させる
ことができた。また、CSの取り組みで走り方教室を実施し、走り方のアド
バイスを受けたことも、記録更新につながったと考えられる。
　児童アンケート「運動が好き」については、100％と目標値を達成するこ
とができた。体育朝会や学級遊び、休憩時間の外遊び等で、友達と一緒
に運動する楽しさ等を味わったことにより、目標値を達成することができた
と考える。

　体の動かし方がわかる運動を行う。
　体育の授業で50m走やソフトボール投げを意図的に実施する。
　跳びながら移動する運動遊びを実施し、跳力の向上につなげ
る。
　体力テストの結果から課題種目を設定し、記録が伸びる運動
遊びを実施
する。
　外部講師に依頼して、走り方教室を実施する。

○

・運動が好きな子ども達である。放課後、児童クラブで楽し
そうに運動をする様子を見ていても分かる。

・休日や帰宅後、家にこもってばかりの児童もいると思う
が、「走る力」がつけば、体づくりにつながり良い。

・有田さんの実体験に基づいたアドバイスや、土居先生の
説明から、児童への熱い思いが伝わってきた。「走る」に特
化した指導をして、よい結果につながったと思う。

◎積極的な
　情報発信と
　不祥事ゼロ

○学校の様子や教育活動について情報
発信

○不祥事防止研修の工夫

○学校の様子や学習内容がわかる情報発信
　各種便り発行回数　            月１回以上
　ＨＰ更新回数　                月１回以上
  地域への学習内容の発信　　各学級１回以上

○不祥事防止研修の実施率

○教職員アンケート「自分も不祥事を
　起こしうる危機感をもっている」の
　項目における自己評価の割合

100%

100%

100%

100%

100%

100%

A

　前期に引き続き、学校だより、保健だより、すぐーるでの配信等、月１回
以上の便りを発行することができた。また、HPについても、トップページに
トピックスを掲載する等、これまでに月１回以上更新することができた。
　不祥事防止研修についても、計画に沿って月1回確実に行うことができ
た。また、全職員が、「自分も起こしうる危機感を持った」と回答した。た
だ、「月1回の服務研修で不祥事防止の抑止となっている」と回答した割
合は85.７％で前期よりも下がった。しかし、このことは「不祥事を起こしう
る危機感」を持ててはいるが、服務研修さえすれば不祥事は起こらないと
は言えないと厳しくとらえている表れとも言える。不祥事を自分事として考
える振り返りの作業（R８０）が効果的だったと考える。

　今後も、学校だより・すぐーる・ＨＰを活用して、引き続き、情報
発信をを定期的に行う。

　不祥事防止研修は、引き続き、自分事としてとらえるよう工夫し
た研修を継続して行う.。

○

〇業務改善の
   推進

○児童と向き合う時間の確保

○長時間勤務の削減

○教職員アンケート「児童と向き合う時間が
　確保されていると感じる」の項目における
　肯定的評価の割合

○時間外勤務が月４５時間未満の教職員の割合

80%

100%

100%

87.5% B

　目標値は達成したが、「子どもと向き合う時間（授業準備・評価・生徒指
導等）が確保されていると感じている」とする職員は80%で，前回より6ポイ
ント下がった。
　時間外勤務が45時間未満の教職員は、8名中7名が達成している。
　職員は、個々に業務の効率化を考えて動くことに努めており、また、「二
部会」や「学校経営会議」を連動させて計画的かつ効率的に進め、組織と
して協働体制が組めるように取組を進めてきた。しかし、結果に結び付い
ていない。会議、出張、行事等が重なる時期も考慮しながら、全体を見通
したスケジュール管理の徹底が不十分であったことが、要因として考えら
れる。

　「子どもと向き合う時間」について再度整理し、職員間での共通
認識を図る。また、子ども達が最大限力を伸ばせるような日課表
等の見直しを行う。
　今年度の反省を活かし、学校行事の持ち方や行う時期につい
て再検討するとともに、先を見通したスケジュール管理を行い余
裕をもって業務を行えるようにしていく。

○

◎本年度の重点目標については◎印で示す。 【j:自己評価】　　　 【l:学校関係者評価】

Ａ： 100≦(目標達成) イ ： 自己評価は適正である。

Ｂ： 80≦（ほぼ達成）＜100 ロ ： わからない。

Ｃ： 60≦(もう少し）＜80 ハ: 自己評価は適正でない。

Ｄ： (できていない）＜６0

国語85.7
点

算数81.0
点

理科82.2
点

90.9%

国語79点
算数83点
理科84点
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豊
か
な
心

100%

100%

100%

自他を尊重し、
ふるさと深を愛する
児童の育成

l   学校関係者評価

・チャレンジタイムのプリント学習の継続などの取組も、基
礎学力の向上につながっているように感じた。

・「書く」ことは、大事な活動だと思う。漢字を使うことや授業
で書いてまとめること、二行日記を書くこと等が、学力の積
み重ねになっていると思う。

・少しずつ右肩上がりの結果になっていて、学校県帰依評
価者として携わっている私たちも、やって良かったと思う。

・R80の取組は、とても良いと思う。自分の意見、感想を文
章にすることは、とても子ども達の力になると思う。

・評価はＢであるが、ＡよりのＢ評価だと思う。国語科につい
ては、今後のCSの読み聞かせ等も利用して、評価UPにつ
ながればよいと思う。

イ

自己評価

ロ

国語91.0点
算数76.4点
理科81.7点

100%

100%

・学校だよりを毎月見せてもらい、様子がよくわかり、よい。

・100％達成がたくさんあり、学校側の熱意が伝わってくると
ともに、地域の人たちとの一体感を感じる。

・学校だよりなど、情報をすぐーるで発信していただけて、と
ても助かっている。

・100％実施ということで、納得です。
・職員が一人休職している中、校長と深小の職員のチーム
ワーク力の強さが伝わってきた。

100%

72.7%

100%

83.3%

100%

100%

100%

86.8%

87.5%

80%

87.5%

・お互いの良さを言うことで、自分に自信が持てると思う。児
童クラブでも、他の子をほめる言葉をしばしば聞く。

・自己肯定感が上がっている実感が、コミュニティスクール
や授業参観で、子ども達を見ていて感じる。

・「自分には良いところがある」と、子どもたち全員が、自分
の良い所を見つけることができていることは、とても素敵な
ことだと思った。

・CSの「こころ部会」での活動が全ての子どもたちにとって
良い影響を与え、中間経営目標に届く結果になったと思う。

・CSを通して様々な活動を行うことにより町内の人と関わる
機会が充実し、挨拶をしたり、声をかけたりするところが見
られた。

91%

　a    学 校 教 育 目 標

保護者や地域からの
信頼に応える学校づくり

評　価　計　画

f  評価項目・指標 g
目標値

c  中期経営目標

確かな学力の定着と
主体的・協働的に学ぶ
児童の育成

d  短期経営目標
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e  目標達成のための方策

　　令和　7　年度　　　　学　校　評　価　表（最終）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校名　三原市立深小学校

【ミッション】　（ 自校の使命  ） 　自ら考え行動し、未来を切り拓く児童の育成
【 ビジョン 】　（自校の将来像)　　ふるさとを愛し、活力に満ちた学校

　b    学 校 経 営 理 念
        ミッション・ビジョン

コメント

１０月

夢と志を持ち、共に高め合う児童の育成

k
 結果と課題の分析

ハ改善方策

77%

100%

２月

h
達成値

i
達成度

h
達成値

j
評
価

55%

100%

国語89%
算数81%
理科74%

74.9%

66.6%

100%

100％

（よ50.0％・まあま

あ50.0％）

74,9％
（よく41.6％・まあま
あ33.3％あまり
25.0％）

2学期に実施してい


